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大阪・関西のバイオポテンシャル(1)

１．医薬品製造に関する全国一位のシェア《大阪府》
（２００４）

２．製薬会社の多くの集積（０5年3月期決算売上高
全国順位）

武田薬品工業（大阪市・1位）

藤沢薬品工業（大阪市・５位）

三菱ウエルファーマ（大阪市・9位）

塩野義製薬（大阪市・11位）

田辺製薬（大阪市・13位） 等

３.大阪のバイオ関連企業の集積

（126社：全国シェア12.9％） 《近畿経済産業局》

■■ 大阪は古くから製薬企業など医療産大阪は古くから製薬企業など医療産

業の中心地。業の中心地。



大阪・関西のバイオポテンシャル(2)
■■ 大阪関西における優秀な研究者の集積大阪関西における優秀な研究者の集積

○2004－2005年科学全般の論文引用件数

⇒大阪大学審良静男教授が科学論文世界一

①審良静男 大阪大学（免疫学） 引用件数11件

②田村詔生 新潟大学（物理学） 〃 8件

④渡邊靖志 東京工業大学（物理学） 〃 7件

○1995－2001年バイオメディカル分野での論文引用件数

⇒全国で上位１０人のうち５人が関西
①長田重一 大阪大教授
⑤岸本忠三 大阪大学前総長
⑧月原冨武 大阪大教授

吉川信也 姫路工大教授
⑨審良静男 大阪大教授

※出典：ＩＳＩﾄﾑｿﾝｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社（1995～2001年）



沿 革

享保09年(1724)   懐徳堂
天保09年(1838) 適塾
明治02年(1869) 文部省直轄病院
明治13年(1880) 府立大阪医学校

府立大阪病院
明治29年(1896) 大阪工業学校
大正04年(1915) 府立大阪医科大学
昭和06年(1931) 大阪帝国大学
昭和24年(1949) 大阪大学（新制）



初代総長 長岡 半太郎 1931年05月就任
２代総長 楠本 長三郎 1934年06月就任
３代総長 真島 利行 1943年02月就任
４代総長 八木 秀次 1946年02月就任
５代総長 今村 荒男 1946年12月就任
６代総長 正田 健次郎 1954年12月就任
７代総長 赤堀 四郎 1960年12月就任
８代総長 岡田 實 1966年12月就任
９代総長 釜洞 醇太郎 1975年08月就任
10代総長 若槻 哲雄 1975年08月就任
11代総長 山村 雄一 1979年08月就任
12代総長 熊谷 信昭 1985年08月就任
13代総長 金森 順次郎 1991年08月就任
14代総長 岸本 忠三 1997年08月就任
現 総 長 宮原 秀夫 2003年08月就任



大阪･関西のバイオポテンシャル（３）

○ 全国 大学発ベンチャー設立数
１，１１２社

○ 大阪 大学発ベンチャー設立数
８２社（全国２位）

○事業分野の割合（大阪）
バイオ40.2％

※ｱﾝｼﾞｪｽＭＧ㈱：大学発ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰとして
全国初の株式上場(2002年）

※㈱総合医科学研究所：2003年株式上場、
経常利益972百万円（2005年6月期）

上記2社の株式時価総額：約2000億円
（2006.1時点） 0.00%
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事業分野の割合（大阪）
2005年6月経済産業省調べ

■■ 大阪大阪は先導的なベンチャーが多数活動は先導的なベンチャーが多数活動



1970年 日本万国博覧会 大阪吹田千里において開催される

国立民族学博物館 1970年 構想提示 1977年 開館

国立循環器病センター 1972年 基本方針作成 1977年 診療開始

大阪外国語大学 1979年 都心部から大阪北部地域へ移転

蛋白工学研究所 1986年 開設 （前 生物分子工学研究所）

国際文化公園都市基本構想(案) 1986年 大阪府公表

大阪バイオサイエンス研究所 1987年 開設

千里ライフサイエンス振興財団 1990年 設立許可

千里国際学園 1991年 開校

千里ライフサイエンスセンター 1992年 開業

大阪大学医学部附属病院 1993年 吹田キャンパス移転

彩都周辺（大阪北部地域）における
知的基盤集積の歩み





産学官による構想の検討と推進

彩都ライフサイエンス懇談会（１９９９年～）

会 長： 岸 本 忠 三 大阪大学前総長

委 員： 大阪大学、国立循環器病センター、

産業技術総合研究所関西センター、大阪医薬品協会、

（財）大阪科学技術ｾﾝﾀｰ、近畿ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ振興会議、

（財）千里ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ振興財団、（財）ﾋｭｰﾏﾝｻｲｴﾝｽ振興財団、

都市基盤整備公団、（社）関西経済連合会、大阪商工会議所、

大阪府、彩都（国際文化公園都市）建設推進協議会、

国際文化公園都市㈱



関係者の主な課題

• 学： COEとしての飛躍

ポストドクター

独立行政法人化

• 産： ヒトゲノム構造解析後の新薬開発の効率化

• 官： 新産業の創出や産業構造転換

など



大 学 ・ 研 究 所 等

シ ー ズ
Ｓ Ｌ Ｏ
判 　 断

Ｖ Ｂ

 Ｔ Ｌ

 Ｔ Ｌ

Ｐ Ｆ

Ｐ Ｆ

産
業
創
出

 Ｔ Ｌ

Ｓ Ｌ Ｏ ｿ ﾌ ﾄ 機 能 の 発 揮

ライフサイエンス懇談会(2000年４月)当時のＳＬＯのイメージ

彩都ライフサイエンスパーク形成の方向

産業化支援組織：彩都リエゾンオフィス（SLO）

インキュベート施設：ライフサイエンスパークセンター(LSPC)

SLOプレ事業：バイオベンチャーコンペの実施による検証



クラスター形成モデル（マサチューセッツ州ジーンタウンのモデル）

　

　リスクマネー

 ○ベンチャー
      キャピタル

 ○エンジェル

 ○バイオ企業振興
   団体によるファ

　 産業化支援
          サービス

 産：バイオベンチャー・
　　コンサルタント会社

 官：公的資金助成
　　（ＳＢＩＲ／ＳＴＴＲ）

 学：TLO・エンジェル
　　　　　　　ネットワーク

産業化シーズ

インキュベーター

　　知的インフラ
 （大学等研究機関）

  ○ＭＩＴ
  ○ハーバード大学
 ○ボストン大学

産　　業　　界

　公的研究支援金
　   （研究助成金）
  ○ＮＩＨ経由の
　　　　国費研究費

既存企業

VB VB

成長自立
（株式上場など）

売却

技術移転
（ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ）

TL



アムジェン社の業績の推移

アムジェン社の業績の推移
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バイオビジネスコンペバイオビジネスコンペJAPANJAPAN （2000/4～)

近畿圏ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰ支援研究会
（2001/11～2002/3)

バイオ情報ハイウェイ検討会議 （2001/1～7)

近畿圏ｹﾞﾉﾑ情報ﾊｲｳｪｲ構築調査研究会
（2001/9～2002/3)

彩都ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ懇談会 （1999/7～)

知的クラスター創成事業⑭～⑱

大阪北部（彩都）地域知的クラスターNPO法人『ﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈｽ･ステー
ション』 設立（2002/6/6)

大阪大学大阪大学『『ﾊﾞｲｵｸﾞﾘｯﾄﾞｾﾝﾊﾞｲｵｸﾞﾘｯﾄﾞｾﾝ
ﾀｰ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾀｰ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ』』（⑭～⑱)

医薬基盤研究所(仮称)進出決定
（2000/12）

第1回 関西バイオ推進会議開催 ⇔ 政府 都市再生プログラム(第二次決定)
（2001/8/27） （2001/8/28）

バイオプロジェクトの展開

先進的対内直接投資推進事業採択（2003／４) 構造改革特区認定（H15／4） 「創薬」推進連絡協議会（2003/4～）

医薬基盤研究所（2004年4月開設、2005年4月独法化） 彩都バイオインキュベータ開設（2004年7月）

認定インキュ制度創設（2005年9月）⇒彩都ﾊﾞｲｵﾋﾙｽﾞｾﾝﾀｰ（2006年4月開設）

彩都新ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ（平成18年度国予算7.5億円） BIO JAPAN2006大阪開催

彩都ライフサイエンスパークまちびらき（2004年４月）バイオ情報ハイウェイ第Ⅱ期構想（2004年３月）



「第６回 バイオビジネスコンペ JAPAN」 事業スキーム

事業化プラン募集 ○ 2005年８月15日より約３ヶ月間全国＆海外より募集

書類選考会 ○ 11月30日 全案件の企画書を絞り込み

事前発表会 ○ 12月13日 ２次審査+協賛企業向けプレゼンテーション

審査員は、バイオビジネスの経験をもつ専門家が中心
○ 入賞プラン選定。
○ 同時開催：ポスターセッション

→ 応募者支援のための「ビジネスプラン相談会」を別途開催
→ 「協賛企業交流会」開催

本 選 会 ○2006年4月17日 （２件の最優秀賞を選定）

■第１回提案件数：５６件、第２回提案件数：５１件、第３回提案件数：５４件、第４回提案件数：６２
件、第5回提案件数：６０件、第6回提案件数：７２件

■応募者のバイオベンチャー起業実績 ベンチャー設立 ２８件



「北大阪バイオクラスター」形成モデル

産業化支援組織

/サービス

●大阪産業振興機構
（大阪ＴＬＯ、ＦＯＲＥＣＳなど）

●大阪科学技術ｾﾝﾀｰ
●近畿ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ振興会議

●阪大先端科学技術ｾﾝﾀｰ

●阪大ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ

●彩都リエゾンオフィス
●千里ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ振興財団

基礎研究の支援、研究成果の
育成支援を中心とした、バイオ
特化型の研究開発/支援組織

地域のバイオメディカル産業界

VB VB

成長自立

リスクマネー

●エンジェルファンド
マイブイシー投資法人
（２０億円、０１/９月組成）
ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ証券投資法人
(４２億円、０１/１０月） など

●近畿バイオファンド
（１５億円、０１/５月組成）

●大阪ライフサイエンス
投資事業有限責任組合
（２１億円、０１/10月組成）

バイオビジネス

コンペ ＪＡＰＡＮ
応募件数

第１回５６件、第２回５１件、

第３回５４件、第４回６２件

第5回６０件、 第6回７２件

知的インフラ （大学等研究機関 ）

●大阪大学
●大阪大学附属病院 （先端医療 1000床）

●医薬基盤研究施設
（平成17年度予算１１６億）

●大阪ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究所

●生物分子工学研究所

●国立循環器病センター（先端医療 700床）

インキュベータ

公的研究資金等

●Ｊ Ｓ Ｔ
●科学研究費
●ＮＥＤＯ など

●知的クラスター
創成事業

（研究助成金）

●彩都ライフサイエンスパーク
●彩都バイオインキュベータ

既存企業

技術移転

売却

起 業

ベンチャー企業

●大阪医薬品協会
●大阪商工会議所 ●関西経済連合会
●彩都（国際文化公園都市）関係団体

●バイオ・サイト・インキュベーション

投資事業有限責任組合

（1号：２１億円、２号：２１億円）

ﾊﾞｲｵｻｲﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ投資事業有限

責任組合（1号：25億円）

研究者合計：2300人以上



彩都ライフサイエンスパーク彩都ライフサイエンスパーク
２００４年4月オープン



concentration of universities and other research 
institutions in northen part of Osaka

②Osaka University Hospital
③ National Cardiovascular

Center

⑥Senri Life Science Center

①Osaka University

④Osaka Bioscience
Institute

⑤National Institute of
Biomedical Innovation

Within 5km

１

３

５

２

４
６

７

⑦Senri International School

Saito Life Science Park



（独）医薬基盤研究所
• 厚生労働省 初の研究開発支援型

研究機関
• 運営は非公務員型独立行政法人
• 職員数９５名（正規職員；事務官含む。

企業派遣職員・リサレジは別で５０名
程度を見込む）

• 一般会計予算規模１１６億円（９０億円
のextramural research fundを含む）
…2005年度

• 性格の異なる機関の一部を新たな理
念で統合

• 大学の基礎研究でも、企業の応用研
究でもない、基盤研究という新たなカ
テゴリーの研究の創設

• 研究を自ら行う他、資金や研究資源の
安定供給で他の研究機関を支援する
全国的広がりをもった組織

• 地域の産学官連携のシナジー効果

彩都ライフサイ
エンスパーク



彩都バイオインキュベータ

撮影日：２００４年７月1日

大学連携型起業家育成施設大学連携型起業家育成施設

（（20022002年度補正予算）年度補正予算）

施施 設：設： 延べ床：延べ床：4,9004,900平米平米 ４階建て４階建て

事業費：１８．２億円事業費：１８．２億円

運営方式：公設民営方式（全国初）運営方式：公設民営方式（全国初）

開所時期：開所時期：20042004年年77月月11日日



①（独）医薬基盤研究所

彩都西駅（2007年春開業予定）

④エムジーファーマ（株）

⑤-B 八洲薬品（株）

⑥彩都バイオインキュベータ

⑪（財）日本食品分析センター

⑧（株）ペプチド研究所

2005年4月撮影

イメージ模型⑦（医）友紘会

施設建設中立地済 彩都ライフサイエンスパーク彩都ライフサイエンスパーク
施設立地状況施設立地状況

(２００７年４月頃開設予定)

(２００７年春開設予定)

(２００７年春開設予定)

駅前商業・業務施設
（2007年春開業予定）

(２００６年６月頃開設予定)



テイクオフから本格稼動期へ

大阪にはバイオクラスターとしての必要条件が備わっている。
ただし、十分とはいえない。
・大阪のバイオベンチャー数 28社(2004.12) JBA調査
・米国マサチューセッツ州 120社程度

北欧メディコンバレー 90社程度

2004年彩都ライフサイエンスパークまちびらき後
・2005年度から医薬基盤研究所は独立行政法人化。
・彩都インキュ満室。
・彩都LSPC 19区画中７区画進出
・大商、千里ＬＦ、BSC社などの活動も活発化
・ 彩都バイオインキュベータ（2004年7月開設）に加えて

「彩都バイオヒルズセンター」（2006年4月開設）
2006年度国予算（経済産業省）で、彩都の新しいｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ整備が認められた
（7.5億円 整備主体：（独）中小企業基盤整備機構



目 標

大阪都市圏におけるシステムの最適化を
念頭に、クラスター形成発展を加速し、世
界のバイオクラスターと比肩しうる、「バイ
オテックキャピタル」「バイオのメッカ」「バイ
オハブ大阪」を目指す。

• 大阪のバイオベンチャー数

2004年 2007年(想定) 2010年(想定）

26社 ⇒ 60社 ⇒ 100社



20062006年度年度 バイオ関係バイオ関係 再生重点枠予算再生重点枠予算

・バイオ研究成果産業化促進事業

大阪北部地域におけるバイオクラスター形成を促進するため、大阪大学などの研
究成果を産業化に結びつけるコーディネーターの配置等を行う事業に補助

・大学発ベンチャー創出促進事業

大学発ベンチャーの創出を加速するため、各支援機関が実施する大学発シーズを
基にしたビジネスプラン構築に対し費用補助

・バイオ・ITビジネス交流促進事業

バイオ・IT分野の海外ビジネス交流を促進するため、各種交流事業を実施

・彩都ライフサイエンスパーク集積促進事業

研究者・企業の交流の場としてライフサイエンス分野をテーマとしたセミナーを
定期的に開催

・バイオジャパン2006開催関連事業

大阪で開催される「バイオジャパン2006」において大阪ブースを出展し、セミ
ナーを開催





大阪バイオクラスターの全体像
～世界NO.1バイオクラスターへの挑戦～

大阪大学

地域の研究開発

支援ネットワーク
●産業化支援

●治験推進

●医工連携 など

千里
LSC

東大阪
ものづくり

大阪商工会議所
千里ＬＦ、千里国際情報事業財団

国際文化公園都市㈱
大阪産業振興機構
大阪医薬品協会

Ｏ－ＢＩＣ、ＩＢＯ
など支援組織 彩都バイオ

ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ創薬関連
産業界

大阪府

連携

連携

大阪ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究所

彩都ライフサイエンスパーク

バイオ
ベンチャー

企業

起業
産業化
シーズ

医薬基盤
研究所

共同研究
アライアンス

医工連携

産業化
支援

産業
クラスター

事業

彩都
新インキュベータ

国立循環器病
センター

北大阪のバイオポテンシャル

神戸
医療産業都市

大阪

府立大学

グリ－ン・アグリバイオ

知的クラスター

京都大学
けいはんな
SPRING8

世界の
バイオクラスター

広域連携

彩都
立地企業

アジアの
バイオクラスター

生物分子工学
研究所

彩都
ﾊﾞｲｵﾋﾙｽﾞｾﾝﾀｰ

バイオ
ｸﾞﾘｯﾄﾞｾﾝﾀｰ

NPO近畿ﾊﾞｲｵｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ

振興会議

NPOﾊﾞｲｵﾋﾞｼﾞﾈｽｽﾃｰｼｮﾝ

BBCJ、次世代医療ｼｽﾃﾑ産業化ﾌｫｰﾗﾑ 他

NPO関西ﾊﾞｲｵ

ｸﾞﾘｯﾄﾞｾﾝﾀｰ

青い銀杏の会

創薬推進協議会

NPOｴｽｷｭｰﾙ



■■OCCI Activities for promotion of BioOCCI Activities for promotion of Bio--industryindustry

①Bio Information Highway Plan
②Kansai Bio-Promotion Council
③Japan Biotechnology Business Competition
④Forum for development of next generation medical system
⑤Study Meeting for development of Nano-Bio Business 
⑥ Study meeting for functional food and food-safety issue
⑦NPO Bio Business Station/ Bio Business School
⑧International activities in bio-related industries



The Kinki Bio-industry Development Organization

• Founded in March 1985 
• Mission

To build and strengthen the infrastructure for the
bio-industry in the Kinki region to realize its vast
growth potential in collaboration with the businesses,academia and 
governments. 

• Activities
- Coordination for Commercialization
- Projects Managing
- Promotion & Exchanges

・ http://kinkibio.com/

The Kinki Bio-industry Development Organization
３Ｆ ROOM-number301,1-8-4、Utsubo-Hommachi,Nishi-Ku,Osaka-city
PHONE: 06－6459－6795 ＦＡＸ： 06－6447－7011



the Senri Life Science Foundation pursues public.
Interest activities to promote life science utilizing the

Research Core facilities and maintaining close
communication with universities and research Institutes.

Activities
①Interaction
②Human resource development
③Open Laboratory Projects
④Business Incubator projects   
⑤Research support  
⑥Research and investigation
⑦Promotion and education
Senri Life Science Foundation  

８/F，Senri Life Science Center Building,1-4-2,shin Senri Higashimachi，
Toyonaka City,Osaka 560-0082,Japan
PHONE:06-6873-2001  FAX:06-6873-2002

SenriSenri Life Science FoundationLife Science Foundation





（出典）日経バイオビジネス2005年9月号 全国バイオクラスターランキング



（出典）

ＮＡＴＵＲＥ
(Volume 437 Number 
7060,13 October 2005)

表紙

イギリスの科学雑誌
「ネイチャー」に
大阪のバイオ特集
が掲載



I look forward to welcoming as many 
visitors to Osaka as possible.

Let us talk about bio science together !


